
税
条
例
の
改
正

条 

例 

改 

正

海
田
小
学
校
特
別
教
室

　
　耐
震
補
強
等
工
事

２
億
１
８
６
万
円

契 

約 

認 

定

海
田
小
学
校
プ
ー
ル

　
　
　
　
　改
修
工
事

１
億
６
７
４
０
万
円

契 

約 

認 

定

国
保
税
条
例
の

　
　
　
　改
正

条 

例 

改 

正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

導
入
経
費
な
ど
に

総
額
８
２
０
９
万
円

補 

正 

予 

算

一
般
会
計

　
軽
自
動
車
や
原
付
な

ど
は
、
公
共
交
通
が
動

か
な
い
時
間
帯
、
夜
中

か
ら
明
け
方
に
出
退
勤

す
る
労
働
者
の
大
事
な

通
勤
手
段
で
あ
り
、
公

共
交
通
機
関
が
衰
退
し

て
い
る
地
域
住
民
に

と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
足
と
な
っ
て
い

る
。
軽
自
動
車
や
原
付

な
ど
の
ユ
ー
ザ
ー
に
消

費
税
増
税
と
併
せ
二
重

の
負
担
増
を
押
し
付
け

る
こ
と
は
断
じ
て
認
め

る
こ
と
は
で
き
ず
、
条

例
の
改
正
に
反
対
で
あ

る
。　

佐
中
十
九
昭 

議
員

反
対
討
論

　
国
民
健
康
保
険
税
は

あ
ま
り
に
高
す
ぎ
る
。

負
担
能
力
を
は
る
か
に

超
え
る
金
額
と
な
り
、

払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
滞
納
世
帯
が
増
加
し

て
い
る
。
命
と
健
康
を

守
る
べ
き
公
的
医
療
保

険
が
、
貧
困
に
苦
し
む

人
た
ち
を
医
療
か
ら
排

除
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
条
例

の
改
正
に
反
対
す
る
。

　
岡
田
良
訓 

議
員

 

主
な
も
の

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　 

導
入
経
費１

２
０
４
万
円

●
予
防
接
種
費
用

　
１
３
２
５
万
円

●
中
学
校
耐
震
設
計
費
用

　
１
５
２
０
万
円

反
対
討
論

　
中
学
校
耐
震
事
業
な

ど
の
評
価
で
き
る
も
の

も
あ
る
が
、
国
民
の
権

利
を
お
び
や
か
し
か
ね

な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

に
関
す
る
電
算
シ
ス
テ

ム
改
修
費
や
制
度
導
入

に
係
る
準
備
経
費
を
含

む
予
算
に
反
対
す
る
。

　
岡
田
良
訓 

議
員

反
対
討
論

6 月定例議会を6月3日から4日まで開きました。
補正予算や条例の改正などについて慎重に審議しました。
ここでは主なものを紹介します。

　
軽
自
動
車
税
の
引
き
上

げ
を
行
う
な
ど
の
条
例
改

正
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
た
。

　
平
成
27
年
度
以
後
の
年

度
分
の
軽
自
動
車
税
に
適

用
さ
れ
る
。

　
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
海
田
小
学

校
特
別
教
室
棟
に
つ
い
て
、
耐
震
補

強
工
事
を
行
う
。

　
工
事
は
平
成
27
年
２
月
27
日
ま
で

で
、
工
事
期
間
中
は
特
別
教
室
棟
が

使
用
不
可
と
な
る
。

　
老
朽
化
の
著
し
い
海
田
小
学
校
の

プ
ー
ル
及
び
付
属
室
の
改
修
工
事
を

行
う
。

　
工
事
は
、
プ
ー
ル
授
業
終
了
後
の

９
月
以
降
に
行
わ
れ
る
。

　
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

課
税
額
と
介
護
納
付
金
課

税
額
の
課
税
限
度
額
の
引

き
上
げ
を
行
う
と
と
も

に
、
保
険
税
の
５
割
軽
減

の
対
象
と
な
る
世
帯
の
拡

充
を
行
う
な
ど
の
条
例
改

正
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
た
。

税金が倍になります

新しくなります

　可
決
し
た
意
見

書
は
、
内
閣
総
理

大
臣
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
に
提
出

し
ま
し
た
。
意
見

書
の
詳
し
い
内
容

は
、
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

　海
洋
環
境
整
備

事
業
の
充
実
と
体

制
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
案

　「
手
話
言
語
法
」

制
定
を
求
め
る
意

見
書
案

 

　
国
の
事
業
と
し
て
進

め
ら
れ
て
い
る
海
洋
環

境
整
備
事
業
は
、海
上

の
浮
遊
ゴ
ミ
や
油
の
回

収
に
よ
り
船
舶
の
航
行

の
安
全
を
守
り
、海
洋

の
豊
か
な
自
然
環
境
を

維
持
し
て
い
る
、住
民
の

生
活
や
安
全
に
欠
か
せ

な
い
重
要
な
国
の
役
割

で
あ
る
。東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
は
、海
洋
環

境
整
備
事
業
に
従
事
す

る
国
の
大
型
船
舶
が
、

震
災
の
翌
日
か
ら
災
害

支
援
物
資
を
積
み
込

み
、各
被
災
地
の
港
に

運
び
入
れ
た
。ま
た
、海

洋
環
境
整
備
船
４
隻
が

約
１
カ
月
間
に
わ
た
り

海
上
浮
遊
物
の
回
収
作

業
に
あ
た
り
、港
湾
機

能
の
復
旧
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
。

　
海
洋
の
環
境
と
船
舶

航
行
の
安
全
を
守
る
、

海
洋
環
境
整
備
事
業
を

国
の
役
割
と
し
て
充
実

す
る
こ
と
及
び
非
常
災

害
時
に
国
民
生
活
を
守

る
た
め
、緊
急
支
援
物

資
の
輸
送
や
港
湾
機
能

の
維
持
・
早
期
復
旧
を

行
う
国
の
防
災
体
制
を

拡
充
す
る
こ
と
に
つい
て

強
く
要
望
す
る
。

　　
手
話
と
は
、日
本
語

を
音
声
で
は
な
く
手
や

指
、体
な
ど
の
動
き
や

顔
の
表
情
を
使
う
独
自

の
語
彙
や
文
法
体
系
を

持
つ
言
語
で
あ
る
。手

話
を
使
う
ろ
う
者
に

と
っ
て
、聞
こ
え
る
人
た

ち
の
音
声
言
語
と
同
様

に
、情
報
獲
得
と
コ
ミュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し

て
大
切
に
守
ら
れ
て
き

た
。こ
の
こ
と
を
広
く
国

民
に
広
め
、聞
こ
え
な
い

子
ど
も
が
手
話
を
身
に

つ
け
、手
話
で
学
べ
、自

由
に
手
話
が
使
え
、更
に

は
手
話
を
言
語
と
し
て

普
及
さ
せ
、研
究
す
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
整
備

に
向
け
た
法
整
備
を
国

と
し
て
実
現
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。こ
の
実
現
の
た
め
、

「
手
話
言
語
法
（
仮

称
）」の
制
定
を
求
め

る
。

内
　容

内
　容

二意見書案
　　　　　 全会一致で可決

■ 軽自動車
区　分

2輪車125cc超250cc以下
3輪のもの

4輪以上

現　行 改正後
（年額） ■ 原動機付自転車 （年額）

営業用乗用車
自家用乗用車
営業用貨物車
自家用貨物車

2,400円
3,100円
5,500円
7,200円
3,000円
4,000円

3,600円
3,900円
6,900円
10,800円
3,800円
5,000円

区　分 現　行 改正後
1,000円
1,200円
1,600円
2,500円

50cc以下
2輪車50cc超90cc以下
2輪車90cc超125cc以下
3輪以上20cc超50cc以下

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円

■ 国民健康保険税課税限度額
現　行 改正後

14万円

12万円

基礎課税額

後期高齢者支援金等課税額

介護納付金課税額

16万円

14万円

51万円
い
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